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研究成果の概要 

 

令和 3 年 10 月及び令和 4 年２月末から 3 月上旬の 2 回、北海道大学スラブ・ユーラシア研究セ

ンターに滞在し、同図書室、大学付属図書館において、資料収集、研究を行った。 現在、ロシア

のみならず、世界を席巻している COVID-19 が与えている世界経済への悪影響は計り知れない。

そのため、交通機関は運航減少を余儀なくされ、多くの影響を与えることになった。そこで、そ

れらの事情をかんがみ、ロシアと日本の企業の財務分析を行った。北海道大学のみで利用できる

データベース Integrum を主として参照しながら、研究を行ったそれらの研究成果の一部が、下

記の発表論文並びに学会報告である。と同時に、注意すべきは財務諸表、決算書が決算がまだ発

表されていても、ここ一年である。それゆえ、この研究の継続をしていきたいと考えている。 こ

の中で、注意すべきは次のとおりである。 １． COVID-19 の影響で経営成績が悪化した産業分

野 例えば、航空産業、公共交通産業、観光業、飲食業 ２． COVID-19 の影響で経営成績が悪く

なった、あるいは反対によくなった産業分野 例えば、エネルギー産業、資源産業 などである。

なお、滞在中に、ロシアとウクライナの軍事衝突が起こった。そのため、ロシア政府機関、特に

当研究においては、国税庁のホームページが使えず、財務分析を行うに支障をきたした。今現在

は復旧しているが、今回の軍事衝突は研究に深刻な影響をもたらしたので、それも踏まえて、研

究を継続していきたい。 

主な発表論文等（雑誌論文、学会発表、図書 等）※謝辞の有無について明記願います。 

学会発表「COVID-19 のロシア企業への影響―会計学の視点から―」北東アジア学会、2021 年 9

月、謝辞あり。なお、同題目でフルペーパーを学会予稿集に収録、謝辞あり。 
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